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霧島山 

＜火口周辺警報（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）が継続＞ 

11日に実施した現地調査では、硫黄山火口周辺で引き続き噴気活動や大きな噴気音が認められま

した。火口外では噴出物は確認されませんでした。 

４月 25日 11時頃から硫黄山南西観測点の傾斜計１)で、硫黄山付近が隆起する傾斜変動が繰り返

しみられています。 

監視カメラや現地調査では、長期的に熱異常域の拡大や噴気量の増加が認められます。 

えびの高原（硫黄山）周辺では、火山活動が高まっており、今後、小規模な噴火が発生するおそ

れがあります。 

 

【防災上の警戒事項等】 

えびの高原の硫黄山から概ね１kmの範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石２)に

警戒してください。風下側では、降灰、風の影響を受ける小さな噴石（火山れき３)）に注意してく

ださい。 

霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）の火山活動解説資料 
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○活動概況 

・噴煙など表面現象の状況（図１～５、図８①④） 

11日に実施した現地調査では、硫黄山火口周辺で引き続き噴気活動や大きな噴気音が認められ

ました。赤外熱映像装置４)による観測では、硫黄山火口周辺で引き続き熱異常域が認められまし

た。硫黄山西斜面の一部で、新たな熱異常域を観測しました。また、硫黄山周辺では引き続き、

明らかに感じる程度の硫化水素臭を確認しました。火口外では噴出物は確認されませんでした。 

 

・地殻変動の状況（図６、図７、図９） 

４月25日11時頃から硫黄山南西観測点の傾斜計で、硫黄山付近が隆起する傾斜変動が繰り返

しみられています。 

 

・地震や微動の発生状況（図８②③⑤⑥） 

９日の噴火警報発表以降も、火山性地震は少ない状態が続いています。火山性微動は 2016年

12月13日以降観測されていません。 

この火山活動解説資料は福岡管区気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/）や気象

庁ホームページ（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/volcano.html）でも閲覧すること

ができます。 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、東京大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人防災科学

技術研究所、宮崎県及び鹿児島県のデータも利用して作成しています。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 50ｍメッシュ

（標高）』『基盤地図情報』『基盤地図情報（数値標高モデル）』を使用しています（承認番号：平 26

情使、第578号）。 

http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/volcano.html
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１）火山活動による山体の傾きを精密に観測する機器です。火山体直下へのマグマの貫入等により変化が観測され

ることがあります。１μradian（マイクロラジアン）は１km先が１mm上下するような変化です。 

２）噴石については、その大きさによる風の影響の程度の違いによって到達範囲が大きく異なります。本文中「大

きな噴石」とは「風の影響を受けず弾道を描いて飛散する大きな噴石」のことであり、「小さな噴石」とはそ

れより小さく「風に流されて降る小さな噴石」のことです。 

３）霧島山・桜島では「火山れき」の用語が地元で定着していると考えられることから、付加表現しています。 

４）赤外熱映像装置は物体が放射する赤外線を感知して温度分布を測定する測器です。熱源から離れた場所から測

定することができる利点がありますが、測定距離や大気等の影響で実際の熱源の温度よりも低く測定される場

合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 硫黄山南東斜面及び硫黄山周辺の状況 

（韓国岳４合目から観測） 
・赤外熱映像装置による観測では、硫黄山火口周辺で引き続き熱異常域を観測しました。 
・赤破線内は、硫黄山南西側の噴気及び熱異常域を示しています。 

 

2017年５月11日11時18分 2017年５月11日（晴、気温：17.4℃） 

  

2017年４月27日11時54分 2017年４月27日（曇、気温：14.5℃） 
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図２ 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 硫黄山西斜面の状況（県道１号線から観測） 
硫黄山西斜面の一部（白破線内）で、新たな熱異常域を観測しました。 

 

2017年５月11日（晴、気温：22.1℃） 2017年５月11日16時25分 

硫黄山 
硫黄山 

図３ 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 硫黄山西南西側の状況（県道１号線から観測） 

赤外熱映像装置による観測では、韓国岳登山口付近で引き続き熱異常域（赤破線内）を観測し

ました。 

2017年４月27日（曇、気温：11.8℃） 2017年４月27日14時22分 

2017年５月11日（晴、気温：22.1℃） 2017年５月11日16時28分 

2017年４月27日（曇、気温：11.8℃） 2017年４月27日14時23分 

硫黄山 
硫黄山 
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図４ 霧島山（えびの高原(硫黄山)周辺） 硫黄山南西側の状況（県道１号線から観測） 

赤外熱映像装置による観測では、硫黄山南西で引き続き熱異常域（赤破線内）を観測しました。 

 

2017年５月11日（晴、気温：22.1℃） 2017年５月11日16時16分 

2017年４月27日（曇、気温：12.5℃） 2017年４月27日13時30分 

硫黄山 硫黄山 

硫黄山 

硫黄山 
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図５ 霧島山（えびの高原（硫黄山)周辺） 目視・熱観測点位置 

（●は熱異常域及び噴気地帯の位置、●は熱観測定点、  は撮影方向）、 は想定火口（半径250m） 

韓国岳４合目（図１） 

旧市営露天風呂

ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ足湯源泉 

火口内の 

熱異常域 

硫黄山南西側の 

熱異常域 

硫黄山西斜面の 

新たな熱異常域 

県道１号線 

硫黄山西南西側の 

熱異常域 

図２、３ 

図４ 
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図７ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）  

硫黄山南西傾斜計の傾斜変動（時間値）と火山性地震の日別回数 

（2016年12月１日～2017年５月12日08時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺）  

硫黄山南西傾斜計の傾斜変動（分値）（４月17日～５月12日08時） 
 

  ４月 25日11時頃から硫黄山南西観測点の傾斜計で、硫黄山付近が隆起する傾斜変動が繰り返しみられ

ています。 

南北方向（北-UP） 

東西方向（東-UP） 

２μradian 

降水量30mm/h 

25日11時 

30日00時 

降水量（mm/h） 

５日06時 

８日03時 

硫黄山方向が隆起
する傾斜変動 

火山性地震増加 
に伴う傾斜変動 

図６の範囲 

11日00時 

２日10時 
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図８ 霧島山（えびの高原（硫黄山）周辺） 火山活動経過図（2013年12月～2017年５月12日） 

 

９日の噴火警報発表以降も、火山性地震は少ない状態が続いています。火山性微動は観測さ

れていません。 
 

 

⑤の赤線は地震の回数の積算を示しています。 

2016年２月10日14時43分頃に発生した火山性微動は、韓国岳北東観測点が欠測中だったため③のグラ

フには掲載していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

稜線上の噴気の高さ（日最高） 

稜線上の噴気の高さ（日最高） 

2014年11月26日観測開始 

70回 

70回 
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図９ 霧島山 観測点配置図 
 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示しています。 

（国）：国土地理院、（防）：防災科学技術研究所、（震）：東京大学地震研究所 

（九）：九州大学、（鹿大）：鹿児島大学、（宮）：宮崎県、（鹿）：鹿児島県 


